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創立者あいさつ

人間の健康と美を促進する研究活動を支援し、

より良い社会環境を実現するために

生命科学の健全な発展に寄与し、技術革新と人間重視の両面からより良い社会

環境の実現に貢献したいと願っています。

昨今、日本の経済・社会・文化の持続的な発展のために、研究開発の重要性が

再認識されています。研究開発のために様々な形の公的施策や、公益法人等

により支援措置が取られ､ また民間企業においても共同研究などの様々な改善や

工夫が行われています｡

既成の概念にとらわれず広い視野と新たな発想を持って、農林水産分野、食品

分野、生物学分野において、既に存在する課題はもとより未来を見据えた潜在

的な課題に取り組む基礎研究活動を応援することを目的として、公益財団法人

小柳財団を設立いたしました。
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2016 年度 研究助成選考委員名簿
財団役職 氏　名 経　　歴

　選考委員長 　小澤 俊彦 　放射線医学総合研究所　名誉研究員　昭和薬科大学 酸化ストレス研究室　特任教授

　選考委員 　蟻川 芳子 　日本女子大学　名誉教授（前日本女子大学学長・理事長）

　選考委員 　大倉 一郎 　東京工業大学　名誉教授（前東京工業大学副学長）

　選考委員 　上村 みどり 　帝人ファーマ株式会社　生物医学総合研究所創薬化学研究所　上席研究員

　選考委員 　畑中 研一 　東京大学　生産技術研究所　教授

　選考委員 　三原 久和 　東京工業大学　生命理工学院　教授

財団概要

　財団名 　公益財団法人 小柳財団

　理事長 　大倉一郎

　設立 　設立 平成 24 年 11月 1日

　所在地 　〒 101− 0041　東京都千代田区神田須田町 1−24

　TEL 　03−5296− 6299

　FAX 　03−5296− 6259

役員一覧

　評議員 　小柳昌之

　評議員 　知野秀雄

　評議員 　石川和則

　理事長 　大倉一郎

　理事 　蟻川芳子

　理事 　小柳典子

　監事 　宮崎一成



● 研究助成業績報告集 ●

2016年度
［2016年4月1日～2017年3月31日］

公益財団法人 小柳財団

目　次

1 幹細胞のライブイメージングによる皮膚の新生・再生制御機構の解析
研究者 ＞ 東京工業大学 大学院生命理工学研究科 ： 川上 厚志

P.6 - 7

2 メラニン分解微生物の探索
研究者 ＞ 日本女子大学 理学部 ： 菅野 靖史

P.8

3 Cellular Uptake and Release of Surfactants Used in Cosmetics
研究者 ＞ 東京大学 生産技術研究所 ： 粕谷 マリアカルメリタ

P.9 - 10

4
GPCRの立体構造安定性を向上させるアミノ酸置換の
理論的予測法の確立
研究者 ＞ 京都大学 エネルギー理工学研究所 ： 木下 正弘

P.11 - 12

5
細胞内の活性種生成に関わる酸化還元タンパク質群の
電子移動測定法の開発
研究者 ＞ 東京工業大学 大学院生命理工学研究科 ： 朝倉 則行

P.13 - 14

6
未利用農業資源から高機能食品・化粧品素材の生産
研究者 ＞ 独立行政法人国立高等専門学校機構
　　　 　 沼津工業高等専門学校 ： 竹口 昌之

P.15 - 16

7 転写因子タンパク質導入によるダイレクトリプログラミングの誘導
研究者 ＞ 東京工業大学 総合理工学研究科 ： 三重 正和

P.17

8
UVA/UVB照射したメラノサイトのメラニン過剰合成のメカニズム解析
とミトコンドリア指向性抗酸化物質による防護効果
研究者 ＞ 北海道大学 大学院獣医学研究科 ： 稲波 修

P.18

9
若年女性における体組成上の筋減弱・体脂肪過多は
肌状態不良の原因となるか
研究者 ＞ 公益財団法人ルイ・パストゥール医学研究センター ： 川合 ゆかり

P.19 - 20



10 セロトニン２A受容体の立体構造解析
研究者 ＞ 千葉大学大学院 理学研究科 ： 鈴木 七緒

P.21 - 22

11 アオサから得られる潤い成分の高機能化
研究者 ＞ 近畿大学 産業理工学部 ： 菅野 憲一

P.23 - 24 

12
マイクロ血管デバイス開発による血管機能の解明と
健康および美肌へのアプローチ
研究者 ＞ 日本女子大学 理学部 ： 佐藤 香枝

P.25

13 創傷治癒を目指したナノ粒子型人工成長因子の設計と機能評価
研究者 ＞ 東京大学 大学院工学系研究科 ： 山東 信介

P.26

14 シアル酸糖鎖のアンチエイジング効果の解析
研究者 ＞ 地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター研究所 ： 三浦 ゆり

P.27

15
栄養障害型表皮水泡症の原因遺伝子であるⅦ型コラーゲンの
分泌メカニズムの解析
研究者 ＞ 東京大学 大学院薬学系研究科 ： 齋藤 康太

P.28

16 核酸アプタマー内包固定化不織布の作成と分子センサーへの応用
研究者 ＞ 名古屋工業大学 大学院工学研究科 ： 水野 稔久

P.29 - 30

17 新規結核薬の開発を目指した標的蛋白質の構造生物学研究
研究者 ＞ 大阪大学 蛋白質研究所 ： 竹下 浩平

P.31 - 32

18
トマトのリコピン及びトウガラシのカプサンチンの高含有量保持のための
果実内の超微構造学的メカニズムの解明
研究者 ＞ 日本女子大学 理学部 ： 永田 典子

P.33

19 中枢神経系の老化と肥満に関わるマイクロRNAの同定と機能解析
研究者 ＞ 大阪大学 蛋白質研究所 ： 古川 貴久

P.34 - 35

20 天然の光合成タンパク質を用いた「ガラスの葉」の作製と機能解明
研究者 ＞ 大阪市立大学 複合先端研究機構 ： 野地 智康

P.36 - 37



6

● 2016 年度　研究助成業績報告集

幹細胞のライブイメージングによる皮膚の新生・再生制御機構の解析

幹細胞のライブイメージングによる皮膚の新生・再生
制御機構の解析

研  究  者　▶︎　東京工業大学 大学院生命理工学研究科 ： 川上 厚志（かわかみ あつし）

研究テーマ



7

● 公益財団法人 小柳財団

幹細胞のライブイメージングによる皮膚の新生・再生制御機構の解析



8

● 2016 年度　研究助成業績報告集

メラニン分解微生物の探索

メラニン分解微生物の探索

研  究  者　▶　日本女子大学 理学部 ： 菅野 靖史（すがの やすし）

研究テーマ研究テーマ



9

● 公益財団法人 小柳財団

Cellular Uptake and Release of Surfactants Used in Cosmetics

Cellular Uptake and Release of Surfactants 
Used in Cosmetics

研  究  者　▶　東京大学 生産技術研究所 ： 粕谷マリアカルメリタ（かすやマリアカルメリタ）

研究テーマ



10

● 2016 年度　研究助成業績報告集

Cellular Uptake and Release of Surfactants Used in Cosmetics



11

● 公益財団法人 小柳財団

GPCR の立体構造安定性を向上させるアミノ酸置換の理論的予測法の確立

GPCR の立体構造安定性を向上させるアミノ酸置換の
理論的予測法の確立

研  究  者　▶　京都大学 エネルギー理工学研究所 ： 木下 正弘（きのした まさひろ）

研究テーマ



12

● 2016 年度　研究助成業績報告集

GPCR の立体構造安定性を向上させるアミノ酸置換の理論的予測法の確立



13

● 公益財団法人 小柳財団

細胞内の活性種生成に関わる酸化還元タンパク質群の電子移動測定法の開発

細胞内の活性種生成に関わる酸化還元タンパク質群の
電子移動測定法の開発

研  究  者　▶　東京工業大学 大学院生命理工学研究科 ： 朝倉 則行（あさくら のりゆき）

研究テーマ



14

● 2016 年度　研究助成業績報告集

細胞内の活性種生成に関わる酸化還元タンパク質群の電子移動測定法の開発



15

● 公益財団法人 小柳財団

未利用農業資源から高機能食品・化粧品素材の生産

未利用農業資源から高機能食品・化粧品素材の生産

研  究  者　▶　独立行政法人国立高等専門学校機構 沼津工業高等専門学校 ： 竹口 昌之（たけぐち まさゆき）

研究テーマ



16

● 2016 年度　研究助成業績報告集

未利用農業資源から高機能食品・化粧品素材の生産



17

● 公益財団法人 小柳財団

転写因子タンパク質導入によるダイレクトリプログラミングの誘導

転写因子タンパク質導入によるダイレクト
リプログラミングの誘導

研  究  者　▶　東京工業大学 総合理工学研究科 ： 三重 正和（みえ まさやす）

研究テーマ



18

● 2016 年度　研究助成業績報告集

UVA/UVB 照射したメラノサイトのメラニン過剰合成のメカニズム解析とミトコンドリア指向性抗酸化物質による防護効果

UVA/UVB 照射したメラノサイトのメラニン過剰合成のメカニズム
解析とミトコンドリア指向性抗酸化物質による防護効果

研  究  者　▶　北海道大学 大学院獣医学研究科 ： 稲波 修（いななみ おさむ）

研究テーマ



19

● 公益財団法人 小柳財団

若年女性における体組成上の筋減弱・体脂肪過多は肌状態不良の原因となるか

若年女性における体組成上の筋減弱・体脂肪過多は
肌状態不良の原因となるか

研  究  者　▶　公益財団法人ルイ・パストゥール医学研究センター ： 川合 ゆかり（かわい ゆかり）

研究テーマ



20

● 2016 年度　研究助成業績報告集

若年女性における体組成上の筋減弱・体脂肪過多は肌状態不良の原因となるか



21

● 公益財団法人 小柳財団

セロトニン２A 受容体の立体構造解析

セロトニン２A受容体の立体構造解析

研  究  者　▶　千葉大学大学院 理学研究科 ： 鈴木 七緒（すずき ななお）

研究テーマ



22

● 2016 年度　研究助成業績報告集

セロトニン２A 受容体の立体構造解析



23

● 公益財団法人 小柳財団

アオサから得られる潤い成分の高機能化

アオサから得られる潤い成分の高機能化

研  究  者　▶　近畿大学 産業理工学部 ： 菅野 憲一（かんの けんいち）

研究テーマ



24

● 2016 年度　研究助成業績報告集

アオサから得られる潤い成分の高機能化



25

● 公益財団法人 小柳財団

マイクロ血管デバイス開発による血管機能の解明と健康および美肌へのアプローチ

マイクロ血管デバイス開発による血管機能の解明と健康
および美肌へのアプローチ

研  究  者　▶　日本女子大学 理学部 ： 佐藤 香枝（さとう かえ）

研究テーマ



26

● 2016 年度　研究助成業績報告集

創傷治癒を目指したナノ粒子型人工成長因子の設計と機能評価

創傷治癒を目指したナノ粒子型人工成長因子の
設計と機能評価

研  究  者　▶︎　東京大学 大学院工学系研究科 ： 山東 信介（さんどう しんすけ）

研究テーマ



27

● 公益財団法人 小柳財団

シアル酸糖鎖のアンチエイジング効果の解析

シアル酸糖鎖のアンチエイジング効果の解析

研  究  者　▶　地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター研究所 ： 三浦 ゆり（みうら ゆり）

研究テーマ



28

● 2016 年度　研究助成業績報告集

栄養障害型表皮水泡症の原因遺伝子であるⅦ型コラーゲンの分泌メカニズムの解析

栄養障害型表皮水泡症の原因遺伝子である
Ⅶ型コラーゲンの分泌メカニズムの解析

研  究  者　▶　東京大学 大学院薬学系研究科 ： 齋藤 康太（さいとう こうた）

研究テーマ



29

● 公益財団法人 小柳財団

核酸アプタマー内包固定化不織布の作成と分子センサーへの応用

核酸アプタマー内包固定化不織布の作成と
分子センサーへの応用

研  究  者　▶　名古屋工業大学 大学院工学研究科 ： 水野 稔久（みずの としひさ）

研究テーマ



30

● 2016 年度　研究助成業績報告集

核酸アプタマー内包固定化不織布の作成と分子センサーへの応用



31

● 公益財団法人 小柳財団

新規結核薬の開発を目指した標的蛋白質の構造生物学研究

新規結核薬の開発を目指した標的蛋白質の
構造生物学研究

研  究  者　▶　大阪大学 蛋白質研究所 ： 竹下 浩平（たけした こうへい）

研究テーマ



32

● 2016 年度　研究助成業績報告集

新規結核薬の開発を目指した標的蛋白質の構造生物学研究



33

● 公益財団法人 小柳財団

トマトのリコピン及びトウガラシのカプサンチンの高含有量保持のための果実内の超微構造学的メカニズムの解明

トマトのリコピン及びトウガラシのカプサンチンの高含有量
保持のための果実内の超微構造学的メカニズムの解明

研  究  者　▶　日本女子大学 理学部 ： 永田 典子（ながた のりこ）

研究テーマ



34

● 2016 年度　研究助成業績報告集

中枢神経系の老化と肥満に関わるマイクロ RNA の同定と機能解析

中枢神経系の老化と肥満に関わるマイクロRNAの
同定と機能解析

研  究  者　▶　大阪大学 蛋白質研究所 ： 古川 貴久（ふるかわ たかひさ）

研究テーマ



35

● 公益財団法人 小柳財団

中枢神経系の老化と肥満に関わるマイクロ RNA の同定と機能解析



36

● 2016 年度　研究助成業績報告集

天然の光合成タンパク質を用いた「ガラスの葉」の作製と機能解明

天然の光合成タンパク質を用いた「ガラスの葉」の
作製と機能解明

研  究  者　▶　大阪市立大学 複合先端研究機構 ： 野地 智康（のじ ともやす）

研究テーマ



37

● 公益財団法人 小柳財団

天然の光合成タンパク質を用いた「ガラスの葉」の作製と機能解明







公益財団法人  小柳財団


